
 

□１１月自治会部長会 

１１月初めになり日本はコロナの感染者

が劇的に減少しました。しかし、未だ全世

界的に終結にならず、再度の流行も懸念さ

れています。一部コロナに関する規制は緩

和されましたが、注意を万全にして、活動

を継続いたしましょう。 

この中で自治会は１０月１３日部長会を開

催しました。主な議題は下記の通りです。 

（１）総務部から今年度は３年毎の会員名

簿の改定を行うが従来会員名簿の作成は

搭載の広告スポンサからの収入で作成し

たが、今年度の作成は自治会からも作成

費用の一部支援の必要になりました。こ

の費用の支出は認可されました。 

（２）会館運営部 

 コロナの感染者の減少により公的規制が

緩和されました。これに伴い会館の使用

にかんして、一部 緩和したが、会館使

用の人数制限は従来通り当面継続してお

ります。会館ご利用の方のご理解と支援

をお願いいたします。  

（３）IT 委員会 

 １０月、１１月に実施した HP による安

否確認と電話による安否確認の実施のア

ンケート結果を報告いたしました。 

 両方式の安否確認は有効で今後の継続を

望む方が９０％以上の方が地域におられ

ました。老齢化と大災害の可能性の高さ

が このような関心を寄せられる方が多

数おられることが実証実験の結果判りま

した、今後この方法の拡大と維持メンテ

ナンスを続けていきます。その為の IT

委員会の長期的な専門ノウハウを自治会

としても保持する方法を議論していきま

すが、IT の普遍性については自治会同

士、区、市との連携が是非必要です。  

●各部議事とは別に１０月７日連合発行

のトイレの速報ついてのパンフレット

（VOL１～３）の３部作の内、特に現在ス

トップしている VOL３について文書で質 

問を頂いた件を１０月部長会に続いて相

互理解を深める為に１１月部長会で再度

議論いたしました。日限山会員の内、多く

の会員は連合の方向とは異なった意見の

方や、パンフレットの内容の理解の違い

等様々な反応があります。 

そこで、今回の部長会で（１）連合のア

ンケートの正式版を頂く。（２）今後トイ

レに関する連合発行の配布物については

事前に日限山自治会とご相談いただく。

方向で意見を纏めました。 

この以上のニ条件を連合として進めて

頂き、今後公園の将来像について多岐に

わたるご意見をお持ちの会員の合意を形

成していくことがこの地域の将来に最も

有効と思われます。 

□日限山地域防災拠点運営委員会の活動 

 １０月２０日横浜市防災センターへ防災

体験の案内に参加（１１名）いたしまし

た。震度７以上の大地震の確率が非常の 

 高まり、皆さまの自助の防災用品や防災

対策の準備を宜しくお願いします。 

□ 11 月自治会部長会 
□ 日限山小学校地域防災拠点運営委員会の 
  活動（横浜市民防災センター体験参加） 
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